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　令和 4年 9月 23日、浦添市産業振興センター
「結の街」にて損保ジャパン主催による沖縄こ
どもみらいお仕事体験イベントが行われた。小
学生を対象に様々な職業体験を通じて仕事の楽
しさや大変さなどを学び、自らの将来について
考えるきっかけになるように 17 の職種のブー
スが準備された。県医師会からは医者の仕事
ブースとして中部徳洲会病院から研修担当医・
研修医・看護師二名のチームで参加していただ
いた。その他、テレビ局・新聞社・ホテル業・
自動車業・航空会社・保険会社・保育士・自衛
隊・観光産業・銀行・運送業・警備会社などあ
り各ブースとも子供たちが興味を持つように工
夫されていた。
　新型コロナ感染予防の観点より入場者数の制
限を行っての開催であったため、約 3,000 名の
応募に対して、抽選で 300 名のみの参加となっ
た。その中でも医師ブース希望者は 1,153 名と
一番人気であった。

【医師会ブース体験内容】
・��自己紹介：緊張をほぐし、チームワークを作
る（5分）
・�デモンストレーション：医師・看護師が患者
を発見し心肺蘇生を行う。（5分）
・�BSL 講義：心臓マッサージの大切さについ
て説明（10 分）
・�心臓マッサージ体験：一人で二分間実施して
もらい大変さを体験・その後チームを組み一
人 30 秒ずつ交代で行い、チーム医療の大切
さを学ぶ。（10 分）
・�シナリオによる考察：患者と家族の意思が異
なる場合などどうすべきか？問いかけ。
・�総括：医療とは人の生命だけではなく人の生
活を守っていること。チーム医療の大切さな
どについて説明。（5分）
　上記一コマ 45 分間の計 6回であり 4～ 6 名
ずつ参加され、医師会ブースは合計 29 名の参
加となった。イベントは全体的に低学年の参加
者が多く、医師会ブースの参加は 1～ 3年生で
75%以上であった。

沖縄こどもみらいお仕事体験イベント

稲冨　仁対外広報担当理事

イベント風景（デモンストレーション） イベント風景（心臓マッサージ体験）
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　最初は怖がってもじもじしたり、CPRシミュ
レータを触って遊んだりと子供たちの反応は
様々であった。低学年の子供たちには少し難し
い課題もあったかもしれないが、一生懸命参加
され良い体験ができたのではないかと思う。
　事後のアンケートでは、実際に心臓マッサー
ジ体験ができたことが良かった。一つの仕事に
色んな人が関わっていることが分かった。チー
ムワークの大切さがわかった。命について考え
られた。生の声・本物の声が響いた。先生の説

明がわかりやすかった。などあり今回のイベン
トは好評にて終了できたものと思われる。
　今回、医師の仕事体験の希望者が多かったに
も関わらず、抽選により多くの子供たちが参加
できなかった。今後も機会あれば医師会として
積極的に参加し、多くの子供たちが興味を持ち、
医師を目指してもらいたいと思う。
　最後にご協力いただいた中部徳洲会病院の皆
様有難うございました。

沖縄県医師会会費減免制度について（ご案内）
本会では高齢・疾病・出産育児等の事由による会費減免制度を設けております。
下記減免手続き等、詳細については本会事務局までお問い合わせください。

※本減免制度の利用を希望する場合は、当該年度の１月末までに申請ください。
【問合せ先】沖縄県医師会 経理課　TEL：098-888-0087

減免事由

対象者

減免期間

申　　請 必　要

診断書添付書類

疾　病 出産・育児 研修医 高　齢

傷病等により医療機
関を1か月以上にわ
たって閉鎖若しくは診
療に従事しない会員

閉鎖若しくは診療に従
事しなくなった翌月か
ら再開若しくは再従事
するに至った月まで。
その期間に応じ、月割
計算の方法によって算
出した額が免除となる

必　要

母子手帳の写

出産された（これから
出産予定の）女性会員
で、出産・育児休業取
得者（日医は休業取得
・未取得は問わない）

出産した日の属する

年度の翌年度1年間

例：平成29年4月1日

に出産した場合→　

平成30年度が減免

必　要

不　要

初期研修医

医師法に基づく研修
医の期間

不　要

不　要

年齢が満77歳に到達
した会員

年齢が満77歳に到達
した翌月から免除。
但し、2名以上の医師
がいる施設において
は、1名はA会員の会
費を納入する
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